
＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○体験活動プログラムを活かし都市住民と交流

１．集落協定の概要

市町村･協定名 滋賀県高島市マキノ町森西
たかしましま き の ち よ うもりにし

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
16 ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 0 ％
239万円 共同取組活動 鳥獣害防止対策及び水路、農道等の維持管理等の共同取組 84 ％

100％ 農用地の維持管理活動に伴う出役人夫賃 4 ％（ ）
転作用機械導入 12 ％

協定参加者 農業者 20人、企業 １社

２．取組に至る経緯

本集落西方には、戦国時代の様相を今も伺わせる城山（田屋城跡）がそびえ、その谷

間からは、協定農用地を潤す豊かな清流があり、流れ込む水路には、無数の源氏ホタル

が生息している。

城山は、動植物の宝庫であり、従来から沿道の草刈や素掘水路の維持管理を行ってき

たが、農家の高齢化・後継者不足に伴い、将来的に管理していくのが困難と予想され、

この自然資源を保全するには、集落全体で管理することが大切で、これには、他地域か

らの活力の導入が必要と考え、民間企業と連携し、自然体験学習事業に取り組むことと

した。

３．取組の内容

地元ホテルに一企業として集落協定に参画してもらい、集落と協議を重ね、自然体験

や歴史散策など様々なプログラムを設定し、体験活動を行っている。

このことは、子どもたちをはじめ、訪れる人々との交流を通じて、集落の高齢者の生

き甲斐となっている。

また、自然生態系の保全にも積極的に取り組み、ホタルの保護やビオトープでは、メ

ダカを放流していることから、過剰な農薬散布、肥料を控えるなど、生態系への配慮に

集落が一丸となって保護活動を行っている。

自然体験学習で農地とふれあい ビオトープでメダカの放流



［集落の将来像]
○ 認定農業者等の担い手を核とした農業生産活動の体制整備を図り、営農活動を活発化させる。
○ グリーン・ツーリズムのもと、中山間地の地理的条件を最大に生かした自然体験学習の設定等の事
業展開により、都市部住民との交流を通して、住民が活気と生きがいをもって生活できる集落を目指
す。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 認定農業者育成のため、農業組合長を主任とした育成会を立ち上げ、認定農業者現状２名を３名と
する。

○ 自然生態系の保全については、体験学習事業を展開している企業の事業誘致に努める。
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田16ha） 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化
（約1.2ha、年１回） （転作用機械の共同利用、目標

個別対応 100％)
共同取組活動

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路4.5km、年１回 農道の景観整備

清掃、草刈り 認定農業者の育成
・道路2.4km、年１回 共同取組活動 （現状２名→３名）

草刈り、補修
個別対応

共同取組活動

自然生態系の保全に関する学校
獣害防止柵、ネットの管理 教育との連携、ビオトープの保
（３km） 全

共同取組活動 共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

集落では、生徒との交流活動を通じ、中山間地の農業や農村の果たしている重要な役

割を改めて認識した。このことは、集落の水路や農道、そして獣害防止柵等の維持管理

の重要性を再確認することでもある。

今後は、体験活動を体験した生徒が、将来、再び訪れたくなる魅力あふれた集落とな

ることを目指す。

［平成21年度までの主な成果］

○ 認定農業者の育成（現状２名、目標３名、H21実績３名）
○ 農作業の受委託（目標１ha、H21実績2.5ha）
○ 機械の共同利用率（目標転作用機械の共同利用率100％、H21実績100％達成）
○ 学校等教育との連携（目標1,000人、H21実績1,10）


